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20世紀はじめの数十年間に行われた体系的な発掘の当初から ，住宅建築の解明は主たる関

心事の一つであった （図１ ） 。 ヴ ィ トルヴィ ウスの記述をなぞるよ うにぴったり と符合す

るポンペイのア ト リ ウム住宅とは異なり ，後２世紀のまったく新しいハウジングを示して

いたからである。 それらはマルティア リ スやユウェナリ スが風刺詩の中に描いた複数階の

賃貸集合住宅や従うべき建築基準に近いというだけでなく ， 20世紀当時のローマの住宅建

築にそっ く りであった。 この発見がもたらした知的熱狂は発掘責任者のグイ ド ・ カルツァ
2 が記した多くの論文にも感じ取るこ とができる。 そして1940年代にはオスティアのイン

スラの復元画には当時の建築のテイス トが強く反映される一方で，逆にオスティアの建築

のインパク トは当時の建築デザインにも影響した 3 。 やがて発掘が進むと第二の未知のハ

ウジングタイプが現れてきた，すなわち古代末期の裕福なドムスハウスである。 そこでは

惜しげも無く大理石装飾が使われ，円柱付の　応接室や泉水付の中庭もあ り ，おそら く当

時の首都ローマの状況は不明なものの余暇を楽しむためにそこからやって来た人々，その

中にはキ リ ス ト教徒の新しい富裕層が含まれるかもしれないと発掘した考古学者は考えた

のである 4 。 1920年代以降，帝政期の建物遺構の下層が発掘され，共和制末期から帝政初

期のア ト リ ウム住宅の痕跡が発見されているものの近年にいたってもインスラほどの熱狂

的な興味を喚起するこ と もな く 5 ，未だ研究成果は限られている 6 。

ド イツ考古学研究所による地下探査プロジェク ト 7 によって，共和制末期住宅の痕跡や大

規模に増築されたドムス ，そして後 1世紀後半の郊外別荘が発見され， ローマは除く と し

ても ，当時の多彩なハウジングに関する資料，ただ宮殿のみが欠けているけれども ，帝国

のどこよ り も豊富に提供しているこ とは間違いない。 本稿では，最近の発見を考慮しなが

ら共和制末期から後 ５世紀までの古代ローマ都市オスティアにおけるハウジングの総合的

な俯瞰を試みたい。

1 ． 富裕層におけるハウジング

古代ローマのハウジングにおいて，ポンペイを代表する一家族用のドムス と帝政期半ばの

複数家族用賃貸集合住宅インスラの二分法で考えるのは安易に過ぎるよ うに思われる。 す

でにメ ッグスが随分昔に指摘したよ うに 8 ， も しオスティアにおいて後 1世紀半ばの居住
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用の宿泊施設までさかのぼる こ とができるなら ，ヴェスヴィ ウス火山の噴火によって保存

されたポンペイのほぼ同時代の住宅と さほど違いはないだろ う。 後２世紀以前の層位に至

る発掘は限られているが，20世紀前半に集中する発掘例では，その都市の末期にはまった

く見られない数多くのア ト リ ウムやア ト リ ウム -ペリ スタイル型へ増改築された例が数多

く発見されており ，すべて共和制末期あるいは帝政期のご く初めにその起源をもつ 9 。 同

時代の家々は旧カス ト ゥルムの内側， と くに海に向かった西側へのデクマヌスの延伸部に

沿った地区で確認される。 また，デラ ・ フォーチェ通りの起点からカルドの南への延伸部

の旧ラウレンティアーナ門までの地区，そしてカス ト ゥルム内部の東部分である （図２ ） 。

これらのほとんどが正式に発掘報告されていないために，年代の特定は難しいが，すべて

ではないが大多数が後 1世紀，なかでも多くはアウグス ト ゥス帝時代かユリ ウス - ク ラウ

ディ ウス朝のはじめと判定できる 10 。

これらのうち最小規模の部類に入る例と してはカーサ ・バジ リ カ - レ （ I.ix.1 ，図 ３ ） の

下層から見つかった ３軒がある。 平面を見る限りペリ スタイルはなく ， メ ッグスはこ う し

たア ト リ ウム ・ ハウスについて 「富裕層に限られない」 と推測した 11 。 そこで装飾の技量

と規模という点から ，同様の左右対称の平面をもつポンペイを参考に 12 ，それにはおよば

ないけれどもオスティアでは典型例であるそのア ト リ ウムと装飾について， よ り詳し く比

較してみたい。 最終段階において， ３軒のうち最大であるハウス Aはタブ リ ヌムの左右に

２つの ト リ ク リニウム ，大理石製の井戸口をもつ巨大なインプルヴィ ウム ，いくつかの部

屋には複雑な幾何学紋様をもつモザイクが備えられている。 他の２軒は保存状態が良くな

いけれども ，ハウス Bのタブ リ ヌムはパロンビーノ と よばれる白色大理石のオプス ・ セク

タイルによる床をもち，ハウス Cの最も保存状況のよい部屋は，普通ならタブ リ ヌムと特

定されるかもしれないが実際にはト リ ク リニウムであったと思われるが，植物をモチーフ

と した複雑な幾何学紋様をもち， ト リ ク リニウムに特徴的な制す臥台 （ カウチ ） を置くた

めのU字形の床装飾が施されている。 ペリ スタイルが欠けているものの，パヴォ リーニが

表現したよ うな 「中流住宅」 の装飾とは言い難いレベルである 13 。

オスティアで最も大きなア ト リ ウム −ペリ スタイル型の住宅はポンペイで最も有名な住宅

群 14 のいくつかと似たよ うな規模である。 も し ，ジオーベ ・ フル ミナトーレの家

（ IV.vi.3 ，図２ ） が後に 「ビザンチン風浴場」 15 の一部となった大きなペリ スタイルを含

んでいたとすれば，その規模は２ ０ ０ ０㎡を超えていたこ とにな り ，ポンペイの 「ヴェッ

ティの家」 や 「メレアグロの家」 （ と もに約 1140㎡ ） よ り も大き く ， 「迷宮の家」 （約

2320㎡ ） よ り もやや小さい。 これらの家の装飾のレベルも ，現時点で確認できる遺構を見

る限り ，決して見劣り しない。 これは，最近発掘された 「ブク ラーニの家」 における前 1

世紀と思われる装飾にも見られ，後のアウグス ト ゥス帝時代でも 「ペリ スタイルの家」 で

は，考古学者もパレティーノの丘の邸宅 16 に匹敵するレベルの壁画と認めている。 これら

の家々はオスティアでも上流階級に属し ，おそら くマ リ ウスによる最初の略奪が起こ り ，
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海賊の侵入を許した前 １世紀の危機的な状況下で，オスティアから参事会員や行政官を輩

出した家系であったかもしれない。 それは要塞時代の壁外に残るアウグス ト ゥス帝期はじ

めの墳墓 2例に見られる軍船の図像から判断可能で，そこにはアクティ ウムの海戦で終止

符が打たれたローマの内戦が描かれている 17 。

これらの裕福な住宅群は遅く と もユ リ ウス − ク ラウディ ウス朝の末期までに建設されたも

ので，後 1 世紀後半には状況が変化しはじめる。 デクマヌス通りの西部分に面する

「 III.ii.1-2 の家」 は，やがて大きなフロニカ （縮絨工房 ） 18に取って代わられ， V.ii.819で

は，おそら くア ト リ ウムを持たない新たな住宅形式 （ 後の 「フォルト ゥーナ ・ アン ノナイ

リ アの家」 ） が生まれた。 未発掘地区内のこれらの二つの大規模住宅はド イツ隊による地

下探査によ り発見され，ア ト リ ウムを持たない中庭式であるこ とが確認されている （図

４ ） 20 。 「ヌオタ トーレの浴場」 （ 図 ４ a ）東側の住宅は，セク タイル式の床と大理石張

りの壁体で飾られ，大まかに4300㎡の面積はオスティア現在知られている住宅の中でも最

も大き く ，ポンペイ最大の住宅 「ファウヌスの家」 を上回っている。 共和制時代の城壁の

すぐ外側南面，海岸に沿って ト ラヤヌス帝時代の 「海の門の浴場」 のさらに外にも と も と

郊外別荘であった最大かつ壮麗な装飾を誇る邸宅が存在する。 大まかに9500㎡を占有する

この住宅は１世紀の第 ３四半期に建設された。 ローマあるいはナポ リ湾に似つかわしいこ

の住宅は，ヘルク ラネウムの 「パピルス荘」 に匹敵する広さのメ インブロ ッ クに加えて長

大な庭園部をもっており ， ラウレンティーナ海岸に沿って広がっていく別荘建築群の起点

でもある 21 。

これが帝政中期のオスティアの支配者階級がどこに住んでいたか？という悩ましい問題に

答える最良の解答かもしれない。 ２世紀全体を通じ ３世紀後半まで，共和制期やアウグス

ト ゥス帝時代風のア ト リ ウム型住宅のいくつかは商業建築に取って代わられた。 「ジオー

ヴェ ・ フル ミナトーレの家」 （ IV.iv.3 ） のよ うに一部は大規模住宅と して残ったが， ３世

紀には発掘される最大規模の住宅でさえペリ スタイルを失い 22 ，共和制後期の 「アプレイ

オの家」 は２世紀半ばに大幅に改築され， ３世紀末にはさらに大規模に改修される 23 。 最

新の発掘によれは 「ペリ スタイルの家」 は少なく と もセヴェルス帝時代まで住宅と して機

能し続け， 「スクオラ ・ デル ・ ト ラ イアーノ」 と呼ばれる建物に占拠されたわけではな

かった 24 。 も し 「ペリ スタイルの家」 が紀元 148年のコンスルであ り ，一時はオスティア

の庇護者であったカイウス ・ ファビウス ・ アグ リ ッピヌスのオスティアでの住居だという

ゼーヴィやボーヘーレンの説が正しければ，帝政中期におけるオスティア上流階級に属す

る人々の住宅の実態を知る一種の基準となり うが，1700㎡という規模は比較的小ぶりにも

思える 25 。 地下探査では住宅の所有者は知るべく もなく ，ながら くオスティアにおいて元

老院や騎士ク ラスであった一族の住宅を丹念に観察する他なく ，オスティアの上級政務官

や庇護者たちのなかに見つかりそ うである。 例えばエグ リ リ ・ プラ リ アニと呼ばれる地方

の役職はその好例でユリ ウス − ク ラウディ ウス朝後期やフラヴィ ウス朝初期までおそら く

将来の元老院議員への出発点であった 26 。
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同時期， と くに後２世紀の後半において高級住宅の別の類型が登場した，それは住居と店

舗が併設された多層階のインスラ と呼ばれる建物で，帝政期のオスティアを特徴付ける。

この類型のなかで最も目立つのは，少数であるが高層建築物の一部であ りながら占有中庭

に有する住居である。 例えば， 「 ミ ューズの家」 （ III.iX.22 ） ， 「ジ ョ ーベとガニメデの

家」 （ I.iv.2 ） 27 ，高級住宅へと改築された 「ディアナの家」 （ I.iii.3-4 ） （ 図 ５ ） であ

る 28 。 面積はそれぞれ ７ ５ ０ ， ５ ４ ０㎡，最小の 「ディアナの家」 でも 480㎡である。 す

べてポンペイにおいてウォレス −ハド リルが抽出した上位 4分の１グループの高級住宅の

下限にあたるが 29 ， この数字には住宅内部からアクセス可能な上階の広大な面積は参入さ

れていない。 また， 「ジ ョ ーベとガニメデの家」 の後に付加された中級ク ラスの集合住宅

（ I.iv.3-4 ） を共有されている大きな中庭も含まれていない。 ポンペイの住宅の中で匹敵

するものを ，全体面積という点だけであげる とすれば， 「イウ リオ ・ ポ リ ビオの家」 （約

740㎡ ） ， 「 ト レビオ ・ ヴァレンテの家」 ， 「悲劇詩人の家」 （ と もに約 550㎡ ） があて

はまる。 しかし ，独立住宅 （ ドムス ） という点ではさらに比較しておかなければならない。

「 ミ ューズの家」 の最も広い二つの接客室と 「ジ ョ ーベとガニメデの家」 のそれをみても

（ それぞれ前者が約49㎡と56㎡，後者が63㎡ ） ，約45㎡のポンペイの 「迷宮の家」 の著名

なコ リ ン ト式のオエクス （ oecus ） よ り も大きい。 つま り ，オスティアの住宅はポンペイ

の同じ階層の住宅と比べて，少なく と も地上階では数は少ないが大きな部屋を有する傾向

があ り ，そこでは空間の使い方が大き く異なっていた可能性が指摘できる。 部屋の広さに

家族の大きさや構成，あるいは社会との関わり方を読み取れるほど十分な証拠があるわけ

ではないけれども影響をみる こ とはできるかもしれない。 おそら く ， これらの住宅の上階

がその鍵となるが，上階の空間構成を復元するには残念ながら未だ十分な証拠がない。

これらの住宅のうち，二例については，空間表現や社会分化のための基本的な構成要素を

いくつか推定できる。 玄関はピラスターや彩色レンガによるペディ メン トで縁取られ，視

覚的なインパク ト を狙って注意深く配置されている。 「ジ ョ ーヴェ とガニメデのインス

ラ」 のそれは中央広場の顔である新しい公共神殿 （ カピ ト リ ウム ） の裏手に直接つながる

道路沿いに配され， 「 ミ ューズのインスラ」 は西側に延びるデクマヌス ・ マキシムスにほ

ぼ並行し ，幹線道路の一つであるアウ リーギ通りから一歩入った幅広の道路に面しており ，

それは 「カーサ ・ ア ・ ジャルディーノ」 と よばれる複合建築のメ イン ・ エン ト ランス前の

広場につながっている 30 。 この二つの家はと もに一対の部屋による連結ユニッ ト 　 （ 奥の

クビクルムとそこに自然採光を供給するためだけに設けられた控間 ） をもち，奥にはプラ

イベート と して機能する ド ミ ヌスス （主人の間 ） と よばれるエ リ アと想定できる 31 。

「 ミ ューズのインスラ」 では連結ユニッ トのレイアウ トはさ らに念入りに計画され，中庭

に面するアーケードにつながる小さな集会室の様な部屋から も出入りできるよ うになって

いる。 この集会室にいたる扉や 「ジ ョ ーヴェ とガニメデのインスラ」 のこのエ リ アの控間

に至る扉は玄関から見える位置に配されており ，謁見の間のよ うな公的な接客室，あるい

はア ト リ ウム型住宅におけるタブ リ ヌムと同種の空間が想定される。
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残されている部分だけをみても ，非常に高品質な装飾がさらにステイタスの高さを示して

いる。 「 ミ ューズのインスラ」 では細密で複雑なパターンをもつ白黒モザイク床は壁面装

飾と と もにハド リ アヌス帝期にさかのぼり ， この家の名前のも と となったアポロ と ミ ュー

ズをあしらった建築的な図柄と大広間の一つから見つかった神話を描いた壁面は同様の図

柄をもち， と もにポンペイにおける装飾様式を想起させる 32 。 「ジ ョ ーヴェ とガニメデの

インスラ」 のモザイクは，むしろよ り シンプルながら も同様の形式をもつが，壁面装飾は

「 ミ ューズのインスラ」 よ り質の劣る装飾に 2世紀後半に上塗り したものである 33 。 一方

メ インとなる接客室に残る壁面装飾は神話を描いたものと しては唯一残る完全な例であ り ，

も しかする と ， も との装飾も同様に 「 ミ ューズの家」 に似た形式だったかもしれない。 こ

れらのインスラ型のドムス住宅の第三の例は， 「ディアナの家」 の下層から近年発見され

た。 も との平面は一部しか明らかになっていないが，確認された装飾は多くは上流階級を

物語るものである 34 。 背部にある大きな部屋の大理石版を使ったオプス ・ セク タイルとい

う技法の床は食事用の長椅子を置くための伝統的なデザインが施されており ， この部屋が

主たる接客および食事に饗されたこ とを示している。 今一度，ポンペイの 「ラビ リ ンスの

家」 のオエクス と同じ規模であるこ とが思い起こ される。 2 世紀のオスティアでさ らに驚

かされるこ とはも と も とモザイクが施されていた中庭が，中央泉水の設置，大理石製の舗

石による縁取り ，大理石と色ガラスを巧みに組み合わせたモザイクパネルなど非常に短期

間に回収されている点である。 この大理石は例外的な質を示しており ，チボ リのハド リ ア

ヌス帝の別荘に見られる皇帝たちの文化の強い影響を背景にもつ 35 。

つま り ， これら三例は明確に豪華な都市住宅と して分類するこ とができ ，それらはいわば

ア ト リ ウムの 「モダン」 バージ ョ ンであった。 所有者はおそら く周辺に荘園を所有するオ

スティアのエ リート階級， あるいは，商業や遠方との交易で財を成した人々であった。

「主人の間」 と も よべるこの分類形式は例えばイタ リ ア半島の初期の住宅よ り も北アフ リ

カのドムスによ り広範にみられる 36 。 も しかする と ，銘文記録に登場する商業活動に関わ

るかなりの数のアフ リ カ系の人々と と もに本形式が移入されたと考えられるかもしれない
37 。 「 ミ ューズのインスラ」 の規模がオスティア内では 「ペリ スタイルのドムス」 の居住

区 （ ペリ スタイルを除く ） とほぼ同じ ， 「フォルト ゥーナ ・ アン ノナリ アのドムス」 よ り

も大きいこ とに注意しておく必要はある。 後者は中庭の周りにレンガ造の回廊という よ り

は，石造の列柱廊をもつけれども ，そのドムスは接客用の空間をほとんど持たず， 「イン

スラ」 の形式にく らべてタベルナエなどに大きな空間を割り当てる。 潜在的な相応の規模

の都市住宅の購入あるいは賃貸を考えている層には，双方と もその候補とな り得ただろ う。

も しかする と単なる個人的な好みや都合あるいはロケーシ ョ ンに基づいて選ばれたのかも

しれない。 さ らに私が思 うに，次の占有者の社会的あるいは経済的な状況など思い描く必

要すらなかったのかもしれない。

こ こまで簡単ではあるが上流階級のハウジングをみてきたが，多様な形式があ り得る と と

もに， よ り小規模な住宅や簡単ではないが様々な時代性に応じてカテゴ リー分けされた住
5 5



居が議論されていない。 例えば，おそら く 2 世紀に分類される 「 ト リ グ リニアーニのドム

ス」 （ III.i.4 ） 38の中心を成す部分，大半がハド リ アヌス帝からアン トニウス帝に属する

「フォーラム浴場」 裏手の IV.ii.5 の家 39 ，そして後に 「カウポーナ ・デル ・ パヴォーネ」

（ IV.ii.6 ） 40 となるセヴェルス帝期の住宅などである。 約 250 から 380㎡に分布する地上

部分と内部に中庭があり ，一方で少なく と も後の二例は不可欠な要素と して上階を有し ，

見事な装飾をもつ 41 。 再度記すが， これらはすべてウォレス −ハド リルのポンペイにおけ

る住宅類型の第三象限，つま り高級な装飾がみられる小さなア ト リ ウムをもつ形式に含ま

れる。 未発掘地域にはよ り多くのこの類型が眠っているだろ う し ，地下探査ではこ う した

住宅の不規則な平面形式を検出するには十分な情報は得られない。 単なる ドムス と しては

分類できないよ うな例が大量にドムス と して認識され， と きには 「メディアヌム」 型集合

住宅と呼ばれる住居が見過ごされているこ と さえある。 これらについては多くが語られて

おり以下ではそちらに目を向けたい。

2 ． いわゆる 「メディアヌム」 型集合住宅

オスティアには，おおよそ １ ０ ０ほど共通の平面をもつ集合住宅があるが，そのうち約40

は 「メディアヌム」 集合住宅と分類できる 42 。 この名前をつけたグスタフ ・ヘルマンセン

は法的史料を扱 う中で，複数の占有者がいるインスラの上階にある共有室から道路に向

かって投げ捨てられるゴ ミに対する法的責任の問題を論じた 43 。 彼はメディアヌムを長形

の中央広間であり ，そこから全ての居室にアクセスできたと考え，オスティアの集合住宅

の一つの独立した形式を特徴づける平面形式と した。 ある点ではこの解釈にも問題がある ，

例えば少なく と も平屋の集合住宅がすべてヘルマンセンの例にあてはまるわけではない。

しかし ，その名前が広く使用され，ア ト リ ウム型や中庭型とは異なる類型を与えるこ とで，

オスティアの住宅をよ り総括的に理解するこ とができるのは間違いない 44 。

「メディアヌム」 型の平面は，例えば 「バッ コ ・ ファンチウ ッ ロのインスラ」 （ I.iv.3 ，

図 ８ ） が典型的で一つあるいは多くの場合二つ，異なる規模 （ AおよびB ） の大きな接客

室を細長い矩形の 「メディアヌム」 （ M ） の両端にもつ．すべての部屋は街路，中庭，あ

るいは庭園に面するガラス張りの窓を通じて採光されるが，二つあるいはそれ以上の個室

群，すなわちクビク ラ （ C ） ，多くは乏しい採光であるものの， 「メディアヌム」 の反対

方向に開口部をもつ。 場合によっては， Aあるいは B室の奥にさらに部屋が配され （ こ こ

では B と b が，同時期のドムスでいう と ころの主人の間を形作る ） ，多くは ト イレ と台所

が併設され，廊下によって主たる居住空間からは切り離されている。 最も大きな部屋には

一体と して機能するかなり広い上階があり ，最大の接客 ・生活空間である室群Aの多くは

二倍の天井高があった。 実際このタイプの集合住宅は短冊状ユニッ トのタベルナを一列
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（例 ： II.vi.3 および 6, V.iii, 3, 図 ９ ） あるいは二列 （例 ： カーサ ・ ア ・ ジャルディーノ複

合建築， III.ix ）内包するには都合がよかった。 一方，地上に広がる残された遺構群がかつ

て共通の上階平面を有していたとは考えがたい。 ローマのカピ ト リ ウムの丘の裾野に広が

る実例ではインスラの主階 （ ピアノ ・ ノビレ ） の上部 45 ，あるいはオスティアの III.x.1 の

2 階と して復元できる 46 。 しかしながら ，居住形式になにか区別がある と したら ，決定的

なのは強い自然光を採り入れるための窓ガラスの使用であ り ，ア ト リ ウムやペリ スタイル

型の住宅では中庭が光を供給していたので，早く と も窓ガラスは完全に普及しはじめるの

は後 1世紀半ばである。

よ く知られた 「メディアヌム」 型集合住宅のなかで， もっと もシンプルかつコンパク トで

しかも早い例はカセッテ ・ ティーポ （ III.xii-xiii ） であ り ，後 100 年頃に年代判定できる

（図１ ０ ） 。 二戸の平屋の集合住宅が二つのブロ ッ クを形成するだけのこの住宅には，街

路から入る階段の痕跡を残し ，それぞれの集合住宅に個別に，すくなく と も一つ，おそら

くそれ以上， ２ あるいは ３階の上階があった。 保存状態が良くな く 1.5m 程度の高さまで

しか残っていないために確実なこ とはいえないものの，それぞれの住宅が内部に一体的な

上階を有していたよ うには見えない。 標準的なレイアウ トである接客 ・生活空間のルーム

A,BおよびメディアヌムM と独立したルーム Cはすべて個別の台所と二部屋型の ト イレを

もつ （図中K/L ） 。 また，すべての部屋に壁画とモザイク床の痕跡があり 47 ，たった二棟

の建物へのアクセスを確保するためだけにもかかわらず，建物間の道路には玄武岩の敷石

が施されている。 この余分な投資はその不動産の所有者 （ 達 ） によって強行されたと した

か思えない。

「カセッテ ・ ティーポ」 に関して， まだ説明できないが興味をそそる見方の一つに 「標準

住宅」 という近代的なレッテルがある程度の信憑性をもって語られるが，実際にこれらの

平面がどの程度のヴァ リ エーシ ョ ンを持ち う るのかという点である。 すべての居住者は大

まかに同じよ うな広さ （約 118〜 127㎡，階段下のスペースがどのよ うに使われたにもよ

るが ） を占有しているが，すべて一つの 「メディアヌム」 型平面をもつが，西方の一対

（ III. ｘ iii ） だけはお互いに線対称となっている。 残りの二つは異なる平面をもち ，

III.xii.1はルーム B をもたないが，その代わりに メディアヌムの端にクビク ラ と非常に小さ

い台所 ・ ト イレユニッ ト をもつ。 対照的にIII.xii.2は台所 ・ ト イレユニッ トの脇に玄関廊が

あ り ，おそら く主たる入口はメディアヌムという よ り も最も大きいルーム Aにつながって

いる。 その構造を詳細にみる と ， この平面上の違いは当初から と考えられる。 例えばヴァ

リ エーシ ョ ンが買い手の要求に応じて造られたのか， もしそ うであれば，それぞれの棟は

2人のオーナーをもつこ とになる。 あるいは所有者あるいは開発者が見込まれる借り手の

要求を くみ取ったのか，少し他とは違 う特別な平面を好むよ うな賃貸市場を見越したのか。

別の言葉を使えば，ある程度のデザイン性が認められる以上，一つの定型に拠り ながらも

特別のヴァ リ エーシ ョ ンを設けたのは，おそら くオーナーの意向だけでなく ，借り手の要
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望があったこ とは考えられる。

とはいえオスティアにおける集合住宅に関する議論の中で 「カセッ ト ・ テ ィーポ」 は，料

理や食事のための共有空間 「メディアヌム」 を各階にもつ多層の賃貸ユニッ トであ り ，一

般的には下層階級のハウジングと考えられてきた。 また同様の平面を持つ類例，例えば

「カーセ ・ ア ・ ジャルディーノ」 と比べて，時代がやや古く規模も小さいとはいえ，壁が

やや薄く構築技術もやや粗雑なこ と ， また外部階段が完全に木造であるなど ，その造りに

も一因がある。 これらは確かに 「メディアヌム」 型平面の完成形をもつよ り小規模な集合

住宅群に属する。 がしかし ，ポンペイの 「ア リ アーナ ・ ポッ リ アーナのインスラ」 にある

賃貸用の ３軒のドムスよ り も ，それでも大きいのである。 も しピルソンの見解 48 を受け入

れる とすれば，例えば VI.xv.9 のよ う なポンペイでもっと も小さいア ト リ ウムハウス群よ

り も確かに大きい。 加えて，全室をつなぐ中央部に向かって主室を開け放ちとする共通の

空間構成は，ア ト リ ウムハウスの空間構成と本質的には同一のもので， と くに側室を持た

ない，あるいは片側だけにもつア ト リ ウムハウスによ く当てはまる 49 。 もっ と大きな違い

は一例を除きすべてが，長い玄関廊下を介して外部と内部を遮断するこ とな く ，直接前面

街路とつながっている点で 「サルタティオ」 のよ うなフォーマルな接客空間をもつ形式と

してはデザインされていないと考えて良い。 同時に小型のア ト リ ウムハウスが容易に比較

対象とな り う る こ と も考えなければならない。 こ こでは， 「カセッ ト ・ テ ィーポ」 を大量

生産品と して住宅という よ りは，贅沢ではないがポンペイにも類例がみられる相応の戸建

住宅と して扱ってきた。 議論を難し く しているのは， これが今もオスティアに残る完成さ

れた 「メディアヌム」 型集合住宅の最初の事例である点だが，同時に 「カセッ ト ・ テ ィー

ポ」 は全く新しいタイプの住居形式の比較的初期の発展段階を示しているのかもしれない
50 。

も し ， 「カセッ ト ・ テ ィーポ」 がオスティアの集合住宅における 「メディアヌム」 型の初

期段階を示している とすれば， 「カーセ ・ ア ・ ジャルディーノ」 コンプレッ クスのいくつ

か （ III.ix.3, 4, 6, 8, 10,12-21 に加えて後に 「ディオスクーリのドムス」 に組み込まれた二

つ，10図 ） は成熟期を例示している と考えて良い 51 。 地上階に17戸を有し ，当然上階にも

同様の住宅群がある と考えられるこの集合住宅は広大なオープンスペースに囲まれ， まる

で現代のコンド ミ ニアムのよ うに周囲の雑踏から隔離され，限られた内部へのエン ト ラン

スは必要なと きにはいつでも閉じるこ とができる。 よ り保存状態がよい事例の一つに 「黄

色い壁面のインスラ」 （ III.ix.12 ） があ り ， 「メディアヌム」 （ M ） の両端に接客室A と

B をもつスタンダードなパターンを有し ，中庭に向かって大き く開かれた窓の間は美し く

装飾され， 「メディアヌム」 の内側の暗い方に二つのクビクルムをもつ。 この集合住宅の

キッチンと ト イレは階段の下に位置しており ，窮屈だけれどもほどよ く装飾が施されてい

る ， またこの 「メディアヌム」 は形態と しては他に比べて正方形に近く ， A室につながる

付属室は通常は B室に付く こ とが多い。 これはど う見ても地上階面積 300㎡を超える集合

住宅の一部で上階をあわせる と 570㎡まで広がる可能性があ り ， この複合体の中では最大
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の 「メディアヌム」 型集合住宅の一つである。 残された装飾すべてを眺めてみても ， よ り

重要な部屋には複雑な幾何学パターンのフローラル文様が施され，次のフェイズでは多色

模様も見られる。

何とか地上階の完全な平面がわかる14の集合住宅のなかで， 4 棟が 2ブロ ッ クに校正され

ている中央にある 8 例 （ III.ix.13-20 ） は大変似通っている。 一方でカセッテ ・ ティーポの

よ うに全体の形式は共通で，ある種のマイナーチェンジが施されている例もあるが，ほと

んどは，部屋の広さや数などの細かいレイアウ トにおいて異なっている。 例えば二つから

四つまでに異なるクビクルムの数がある。 また，あるものはキッチン ・ ト イレのために独

立した広い部屋をもっているのに対して，あるものは階段下のスペースでやり く り をして

いる ，あるいは上階にもつものもあるかもしれない 52 。 2軒 （ III.ix.10 および 4 ） は完全

にタベルナであり ，双方と も背後に主たる接客室Aにつながる扉をもつ。 一方で，つい最

近発見された 「イエロ ド ゥーレの家」 では， メディアヌムの両端に B室が位置し ，広い中

央接客室は列柱による広い間口を メディアヌムにもつ。 あらためてこの多様性には驚かさ

れるが，今は知るこ とのできない家主に対する思惑だけで， この豊かな展開を説明できる

とは思えない 53 。 建設材料や技術を詳細に分析してみる と ，明らかにこの建物は同時の建

設なのである。 つま り これらのヴァ リ エーシ ョ ンは建築家達のオリジナルデザインなのだ。

実際に III.ix.3や 4 はモジュ ラーデザインが確認でき ，はじめにクビクルムを一つ増設した

ために長めのメディアヌムが必要になっている。 こ となるサイズで構成されるユニッ トの

中に近代の集合住宅のデザインを垣間見るよ うである 54 。

地上に広がる メディアヌム型の集合住宅は外部階段を介して上階に建設された戸別の集合

住宅と と もに一体と してデザインされた複合建築物である。 実際の典型的な メディアヌム

型集合住宅は I.iv.3 （ 図 ８ ） や 4 に見られ， 「ジ ョ ーヴェ とガニメデのインスラ」 と一体

の構造で中央の大きな中庭を共有している。 対照的に， II.iii.3 や 4 ，あるいは V.iii.3 や 4

は大小の異なる大きさのユニッ トが結合したものである。 V.iii.3 と 4 の場合 （図１ １ ） ，

そのインスラは 6つのタベルナを包含し ，二つの集合住宅はも と も とは内部でつながって

いた。 同じ家族の一員であるか，あるいは同じ召使い集団を養っていたかであろ う。 これ

らすべての場合において メディアヌム型集合住宅への玄関口は， よ り高級なホレアや贅沢

なドムス と同じよ うにペディ メン ト を戴く付柱によってはっき り区別されている 55 。

II.iii.3-4 の場合，両脇にピラスターを備える共用廊下のエン ト ランスから地上階の集合住

宅や外部階段にアプローチできる。 これは少なく と もいくつかの集合住宅が計画されてい

たこ とが前提かつ実際に存在していたこ とを示している。 このよ うな多くの装飾された登

り口が， ラウレンティーナ通りやエパガシアーナのホレア通りなど主要道路に見いだされ

るものの，上階の集合住宅の実際は完全に失われうかがい知れない。 一つの例外がメディ

アヌム型の集合住宅であり ，飾られた登り口は持たないけれども ，上階を知る手がかりに

はなる。 「描かれたヴォールトのインスラ」 （ III.v.1 ，図12 ） は，接客空間あるいはリ ビ
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ングを最奥の角部にそなえ，特別に大きな階段室を内包する集合住宅で，建物の両側から

採光できる中廊下式の平面をもつ。 狭いと扉をもつ少なく と も ４つ部屋がクビクルムと し

て機能し ，改築されやや大き くなっている部屋のと ころにはも と も と第 ５のクビクルムが

あったかもしれない。  そして， もっと も重要な点は， この大きな集合住宅には専用の水

道付キッチンと ト イレ ，バス ・ ルームが備わっていたこ とである。 バス ・ ルームからの水

は床の傾きに沿って流れト イレから排水されていた。 上階と地上階を含めた異質な中廊下

式平面のために， この建物はしばしばホテルと解釈されてきたが，パッカーがすでに指摘

したよ うに 56 ，そ う考えなければならない決定的な証拠はない。 逆に，約 １ ８ ７㎡の総床

面積はポンペイでは小さめのア ト リ ウム ・ ハウス と同じ く らいでしかない。 ある特別な平

面をもつけれども ， この集合住宅は大規模な メディアヌム ・ コンプレッ クスの上階， と く

に 「カーサ ・ ア ・ ジャルディーノ」 の中央ブロ ッ クの上階が，小さな住戸に分化される必

要性はなく ，地上階と同じ平面の繰り返しであ り ，同じ水回り空間を備えていたこ とを示

している。 最近スティーブンスは水道供給がすくな く と も ３階まで可能であったこ とを考

える と ，水回り空間の設置について ４階まで可能で， ト イレについては少なく と も ３階ま

では可能であったこ とを示している 57 。

これまでの考察から ，オスティアには少なからずオリジナルの形式をもった相当な数の居

住区があ り ，経済的にも裕福な顧客に長期間の賃貸物件と して供給されていたはずである。

これしめす直接の証拠は未だ不足しているが，都市活動や商行為を支えた多くの同業者た

ちのなかのファーブ リ ・ テ ィグナリ （ 大工 ） やフローネス （ ク リーニング業者 ） ，あるい

はメンソーレス ・ フルメンタ リ （小麦販売業者 ） のよ うな富裕層が顧客であったかもしれ

ない。 その階層の最上位の多くには，多くの点で小規模のドムスに比肩し う る大き くて設

備の整った，そして豪華な集合住宅が供給され，それらの小型の部類でも下層とは決して

分類できない規模であった。

3 ． 人口の残りはどこに住んでいたのか？

様々な形式のドムスや高級集合住宅が広範囲に認められるものの，人口の残りの部分がど

こに住んでいたのかを確定するのはよ り困難かもしれない。 この都市の構造， と くに主要

道路沿いでは，住居や建築よ り も商業によって決定づけられているのは見ての通りである

（ 図１ ３ ） 58 。 １室あるいは２室構成のタベルナの多くは基本的には販売や生産ためのユ

ニッ トであ り ，すでに発掘された地区だけで ８ ０ ０以上のユニッ トが発見されている。 さ

らに地下探査によってさ らに多数が確認されている 59 。 また，ある建物の地上階はバッ

ク ・ ト ゥ ・バッ ク （ 背中合わせ ） の ２列のタベルナが占有するこ と もあれば，それ以外の

形式では， と くに公共浴場，高層住宅，商業建築，あるいは高級住宅でさえ，その道路側

正面をタベルナに占有されるのは， もっと普通であった。 これらのタベルナの多くでは，

直接つながっている背後の部屋や中二階，あるいは１室構成でも単に後ろの一部分が被雇
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用者のための生活空間にも使われていた。 これらが単なる商用地であった他に生活空間と

して実際に使われていたこ とは， と きに見つかる独立の ト イレが示している。 例えば

「ジ ョ ーベとガニメデのインスラ」 の角に立地する大きなタベルナでは，住宅から この区

画が分離された後に内部階段の下にト イレが造られている。

下層階級の居住区への入口が街路に面するタベルナの間に挟み込まれているこ と もあ り ，

これらの多くは上階へ至る階段室である。 これらの集合住宅での暮ら しは保存状態のよい

地上階の集合住宅が推し量るしかないが，実際にはこの都市にはそれをはるかに超える多

数の上階での暮らしがあった。 階段室しか残っていないが，その多くは地上階部分全体が

商業用と して使われているインスラに属している。 例えば， I.viii.6-10 を形成している ７

ユニッ トでそれぞれ２から ５つのタベルナを地上階に有している （図１ ４ ） 。 「ディアナ

の家」 （ I.iii.3-4 ，図１ ５ ） の両アン トニウス期には２階に珍しい室配置が見られ， この

階から上階へ至る階段室の痕跡は少なく と も １つ，おそら く ２つであったと考えられる。

その配置から多くの上階の集合住宅が小さ く ，おそら くは２から ４室構成であったと思わ

れる。 ただ， このインスラの同じ階にはそれとはかなり異なる配置が見られる ，狭く貧相

な小部屋が廊下に一列に連なり ，おそら く共有された リ ビングが隅に１室だけある （図１

５の ６ ） 。 このタイプの住居はあま り議論の対象とはなっておらず， 「エパガシアーナの

ホレア」 （ I.viii.3 ） 60 の上部やローマのカピ ト リ ウムの丘の裾にあるインスラの ３階 61 に

その例があ り ，考えられているよ り も一般的なレイアウ トであったと思われる。 その建物

は間違いなく上階での居住のためにデザインされたものであ り ， さ らに外部からの階段に

よって，地上階の共用 ト イレを使う こ と もできたし ，内部の２つの階段を使って貯水槽か

ら水を得る こ と もできたし ，あるいは内部のト イレも使えたかもしれない。 その建物は地

上階に類似の２軒の小さな集合住宅をもち， ８つのタベルナはそれぞれ内部に中二階，そ

のうち ２つは背後に部屋をもつ。 つま り ， これらの住宅を見る限り ，街区がもつインフラ

へのアクセスが不便ではあるが， タベルナ ・ ユニッ トによって供給された居住は生活空間

という点では，居住専用ではあるが小型の集合住宅に決して劣るものではなかった。

地上階の室配置のすべてが簡単に解釈できるわけではなく ， まったく同じ平面形式がオス

ティアのどこかに存在するわけでもない。 ただ， 「ディアナの家」 はいわゆる 「下層」 と

呼ばれる階層のハウジングを推し量るのに有用なのである。 一方， これらのすべての住宅

は賃貸であり ， ２から ４室の集合住宅が月極，あるいは年間契約でそれなりに立派な， し

かし不動産を持たない程度に裕福ではない集団に貸し与えられた。 日貸しや週貸しが似合

いそうな住居，すなわち下宿屋やペンシーネのよ うな形式もあ り ， と くにオスティアのよ

うな港町では移動人口や季節労働者が考えられる。 しかし直接の証拠はなく ，一つの小さ

な集合住宅に何人の人が住んでいたのかもわからない。 さ らにその小さな集合住宅が，小

さな核家族という我々が考えそうな集団よ りは，実際には何人もの他人によってシェアさ

れていたのかもしれないが，その数は判らない。 ただ， ローマ法が示唆する と ころによれ

ば，それはかなり一般的であったよ うである 62 。
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相当に入念に計画された平面をもっていたり ， よ り高いステイタスを狙ったよ うな小規模

の集合住宅は街全体を通じて発掘されている。 ゲーリ ングは ４ ０ ０近い数を確認し ，その

うち １ ０ ０以上に分類可能な要素を見いだしている 63 。 III.xvi.5 や III.xi.1 （ 図１ ６ ） のよ

うに，いくつかは，主要道路に面して陣取るタベルナが使い残したスペースを塗りつぶす

よ うに広がり ，完全に不定型であるものの，必ずタベルナの一つに直接の出入口を備えて

いる。 他は規則的な街区に対となって建設されていて，例えば， III.xvi.2 （ 図１ ６ ） のよ

うに，同一平面をもちながら ，上階の集合住宅を画す中央の階段室を軸にして平面が鏡像

のよ うな対象関係になっている。 この特徴的なケースは内部に上階の存在を示す階段室や

個別の集合住宅棟につながる外部階段の存在にもかかわらず，地上階の内壁は薄く木枠の

パーティ シ ョ ンのよ うである。 内壁は現在完全に失われているが III.i.12-13 に見られる例

も同様であろ う。 他にモジュール配置は，一つの大きな集合住宅のなかに似通った平面の

大小の住戸とエクス ト ラ ・ ルームをもつ例が確認できる。 例えば， I.xiv.9 のインスラ （ 図

１ ６ ） のよ うに 「ホレア ・ エパガシアーナ通り 」 に面する 375㎡の長方形の街区である。

それぞれ上階の独立した集合住宅につながる階段室と ９ １㎡と ５ ２㎡の２戸の地上階の集

合住宅につながる廊下の間口は記念建造物のよ うに飾られている。 これらの住戸は後付け

ではあるがニッチの噴水を共有し ，その水は水道橋から直接鉛管で供給されている。 小さ

な方の住戸はタベルナの一つから直接の出入口をもち，他のタベルナは廊下を通じて出入

りでき ，そこで商売をしている者は誰でも水の供給を受けるこ とができるし ，あるいは大

きな方の集合住宅に住むこ と もできた。 それぞれの廊下の端にある主室Aは広い間口をも

ち，廊下を通じてクビクルムと して機能するよ うデザインされた一つあるいは二つの個室

C と廊下を介して小さい扉で出入りできた 64 。 こ こまで見てくれば 「カセッテ ・ ティー

ポ」 型への進化はも う少しであ り ，ゲーリ ングはこれらの多くの小型集合住宅のデザイン

が見せるモジュールシステムには通底する コンセプ トがあ り ， これがまさにメディアヌム

型の究極の姿だという 65 。 帝政期のオスティアにおいては，規模にかかわらず多くの例に

見いだされる不可欠な要素と してのタベルナは商業空間と居住空間を直接つなぐ機能が強

調される場所だったのである。

したがって後２世紀のオスティアは， タベルナの背後や上部の 1室構成から ，規模だけで

なく洗練された度合いも異なる住戸を抱える集合住宅，多様な平面をもつ大規模で豪華な

都市住宅，そして数は少ないが巨大なスケールのドムスまで，非常に多様な居住形態を示

す可能性がある。 メディアヌム型集合住宅にフォーカスする という ある意味近代的な説明

を加えよ う と しても ， この街がもつハウジングのス ト ッ クの少数しか範疇に入ってこない

のである。 むしろ ， この都市の街路空間は商業的な要素で構成されているが，居住空間と

切り なはして考えるこ とは大きな間違いとなる。 多く ，おそら くほとんどの商業空間は居

住空間と しても機能した。 また家族の営みなど庶民的な空間の多くはその上階に見つかる。

これらの構造から唯一独立しているのはホレアだけであろ う。 この構造は上階に居住区へ
12 12



つながる外部階段をもち， タベルナを併設するインスラにおいては不変である。 こ こにオ

スティアの人口のほとんどが暮ら していたと考えるのが妥当であ り ，その人口には永住し

た人々や移動しながら一時的に居を構えた多くの人々，夏の航海時には多くの商売人やそ

れにかかわる商活動に携わった多くの人々，あるいはローマへ向かうため宿泊する人々，

そして船を待つ乗組員や乗客も加わっただろ う。 もっと も豊かで恵まれたオスティアの

人々の住宅や，街全体の活動を支え，おそら く ローマへの物資を一時的に保管したる倉庫

群を別とすれば，庶民生活の空間と商業空間はこ こではほとんど区別が付かないのである。

4 ． 古代末期の人口とハウジング

後 3世紀の政治的に混乱のなかで，後 4世紀後半にはオスティアはローマの貴族たちの余

生を過ごす海浜別荘地と してと らえられ，徐々に危機的な衰退にむしばまれていった。 し

たがってローマ末期オスティアの費用を投じて飾られたエ リート住宅は， しばしば生活の

反映という点で後２世紀の多層階集合住宅が示すものとは違ったかたちでと らえられてき

た。 このグループの住宅に関する主な研究は依然と してベカッティによる他ないが，彼が

確認した １ ３例に新し くいくつかの例を加えるこ とができる 66 。 そのなかの 「ティグ リニ

アーニのドムス」 （ III.i.4 ） はかつてキ リ ス ト教のバジ リ カと考えられていた 67 ， また

IV.iv.7のドムスはグイ ドバルディ 68によって研究されたが 「アウグスターリの学校」 と も

呼ばれ 69 ， ラードはもっと も ら し く ドムスの最終形に違いないと断定した。 はじめはアウ

グスターレス と結びつけられた彫刻群は学校のよ うな施設を飾るよ り も ，石膏窯の存在と

関連しているものの，確かにそれが古代末期のドムスを飾っていた姿を容易に想起させる
70 。 「 ト ラ イアヌスの学校」 （ IV.v.15 ） も同様に誤解されているのかもしれない。 多く

の上流階級のドムス と並列するこの建物は， ボールマンが記したよ うに同業者組合の寄合

所と しては珍しいと さえいえる 71 。 しかし この建物が何に関わるものかを決定的に示すよ

うな証拠が全くない 72 。 むしろ ，後 ５世紀まで使われたこ とは明確なので， この地で二度

の改築の末にたど り着いた一つのドムスのかたちと と らえるべきだろ う 73 。

しかしながら ， これも一つの見方でしかない。 パヴォ リーニが２ ０年以上も前に指摘した

よ うに，すでに存在していた多数のエ リート階級住宅は古代末期にも使われ続け， これら

は最後の改築によって単にアップデート されただけなのだ 74 。 加えて，現在知られている

例だけでなく ， よ り多くの事例を詳し く調べてみる と ，明らかに後２ ， ３世紀 （ あるいは

これ以上さかのぼらない ） に起源をもつ割合が増えてゆき ，後 ４世紀に生まれた新しい住

宅形式はほとんどない。 例外は二つだけで， 「アモーレとプシケのドムス」 やおそら く

「ニンフェオのドムス」 だけが後 ４世紀後半から ５世紀はじめに起源をもつ。 後 ４世紀末

から ５世紀はじめの建設や装飾の活発化はもしかする と IV区の郊外別荘や III区の 「カー

セ ・ デル ・ ジャルディーノ」 に被害を及ぼした地震と関係するのかもしれない 75 。 　
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明らかにその変化は後 ３から ４世紀を通じて徐々に進行しているものの，むしろ継続性へ

の指向が強い。 これらの後 ４世紀末のドムスは後２世紀のエ リート住宅と似通った規模で

ある。 実際に古代末期のオスティア最大の住宅は後 ４世紀の新タイプではなく ，最近V区

で発見されたフラヴィ ウス帝時代のドムスであ り ，後 ４世紀に改築されおそら く ６世紀ま

では使われていたよ うである 76 。 オスティアにおいては古代末期のドムスは豪華な装飾と

いう点では後２世紀の前時代のスタイルに見事なまでに比肩し う るが，同時代のローマの

ドムスはほとんどが比較的地味で比較の対象とはならない 77 。

末期ドムスのデザインにおけるほとんどすべての要素を後２世紀の地上階の集合住宅やペ

リ スタイル型のドムスにすでにその存在を見るこ とができる 78 。 よ り大きな住宅は中央に

小さな中庭がデザインされており ，ヘレニズムからローマ時代の地中海沿岸の住宅と完全

に同一の特徴である。 と くに中庭を取り巻く各室の配置は確固たる継続性を保持しながら

後２から ４世紀の間に徐々に発展してきたのであ り ，途中での断絶は考えにくい。 すでに

議論した 「 ミ ューズの家」 や 「ジ ョ ーヴェ とガニメデのインスラ」 （ 図１ ５ ） と比較して

みても ， と もに集合住宅用のよ り大きな街区の一部と して後２世紀に建設されたが， 「魚

のドムス」 （ IV.iii.3 ） とほぼ同じ規模， 「柱列のドムス」 （ IV.iii.1 ） （ 図１ ７ の a と ｂ ）

よ り少し小さ く ，後 ３世紀に成立した平面が後 ４世紀にはさらに変化を遂げる。 まず軸線

上に配置されず，一つ （ と きには二つ ） の玄関は主たる接客室は住宅の奥側に置かれ，か

わりに装飾性豊かな第二の接客エ リ アが玄関付近に配される。 そして， と もに内部で連結

された二室からなる続間のユニッ ト （ 主人の間 ） がどちらのグループにも見られる。 末期

の住宅の構成要素が明らかに北アフ リ カの住宅建築に強く影響を受けているこ とはかねて

から言われているが 79 ，すでに議論したよ うに少なく と も後２世紀の住宅まで影響をさか

のぼる こ と もできる。 も しかする と ，オスティアと北アフ リ カのよ うな古くから古代ロー

マの一部であった地域には深い商業的関わりが存在したのかもしれない。

これらの特徴を理解した上で，室配置について考えてみる と ， よ り初期の典型的な住居に

見られる構造と同種のものを見いだせる。 重要な要素は玄関と接客空間であり ，すべての

訪問者に特別な眺めを提供するためだが，招待された客は更なる景観を満喫するこ とがで

きるよ うになっている。 共通する特徴は，玄関から大食事室までの間に一般的な訪問者の

ための接客の場が設けられ，いわば主たる観客である訪問者の動線が設定されているので

ある。 それは家主あるいは執事が，わざと中庭を横切って豪華に装飾されている内部空間

が目に入るよ うに訪問者を立ち止まらせる といったもので，食堂にいたるためにと くに必

要な動きでない。 後２世紀の 「ジ ョ ーヴェ とガニメデのインスラ」 では，玄関ではメ イ

ン ・ ホールの華美な装飾を一瞬眺めるこ とができ ，それは精巧に縁取り された神話を描い

たパネルであった。 よ り近くでこの絵を見るためには，訪問者は晩餐会に招待されるか，

主人の書斎に入っていかなければならない 80 。 ２世紀を経て， 「柱列のドムス」 では中庭

の噴水の平坦な裏面だけが訪問者の目にとまる。 彼らは，回り こんで噴水を眺めたくても ，

そ う簡単に奥まで入るこ とはできない。 一方でさらに贅沢に小祠風に仕立てられた水盤に
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ついては，晩餐会において主賓が座する場からもっと も よ く見えるよ うに綿密に位置取ら

れている （図１ ８ ） 。 やや小規模なホール ・ タイプの平面計画においても共通する配慮が

見られる。 後 ４世紀末の 「アモーレとプシケのドムス」 （ 図１ ７ ｃ ） がその好例である。

その華美な大理石張りの床と壮大なニンファエウムにもかかわらず，その平面は基本的に

メディアヌム型の集合住宅と同じで，主たる生活空間は玄関室とその廊下に通ずる外部階

段によって完全に隔離されており ， まさにメディアヌム型のよ うに，機能分けが行われて

いた。

同様の ヒエラルキーをもつ空間構成は，装飾スタイルからみても古代末期の特徴といえる

が，床や壁の大理石仕上げにおいては多様性が極端に増しており ，転用品の流通が進んで

いるこ とを示している。 ただし ，モザイクのモチーフや構図では多くは単一的である。 床

仕上げを比較するこ と も可能で，最近 「ディアナの家」 の下層やIII区やIV区の大規模ドム

スの下層に後２世紀はじめのドムスのかたちをした集合住宅が発見されるまで，後２世紀

の幾何学パターンの白黒モザイク ・ カーペッ トが集合住宅と ドムス ，あるいはオプス ・ セ

クティ レ と よばれる末期ドムスの彩色モザイク と も ，はっき り と した対比をもつと一般的

に考えられていた 81 。 現在では，すでに後２世紀において，オプス ・ セクティ レが，従来，

よ り小さな部屋用と考えられていた白黒の幾何学パターン ・ モザイク と と もに大きな床面

に使われていたこ とが判明している。 したがって 「プロティ ロのドムス」 （ V.ii.5 ） 82 や

「魚のドムス」 ， 「柱列のドムス」 など ，多くの古代末期の住宅で確認されたパターンが

この時期の発明という よ りは確実によ り早い時期から使われはじめていたこ とは間違いな

い 83 。 部屋によってモザイクをタイプ分けするために同様のモチーフを選択したと しても ，

「ディアナの家」 （ 図 ５ ｃ ） 下層のドムスの廊下と 「魚のドムス」 （ 図１ ６ a ） のそれが

完全に繰り返して同じモチーフが用いられている。 あるいは 「柱列のドムス」 （ 図１ ７

ｂ ） のペリ スタイル北西隅の ４部屋にみられる後 ４世紀の 「矩形カーペッ ト 」 と呼ばれる

モザイク と ，ハド リ アヌス帝期の 「 ミ ューズのインスラ」 （ 図 ５ a ） の多くのモザイク も

同様である。 これらの実例に見られる継続性は， 「魚のドムス」 のよ うに後２世紀あるい

は ３世紀初期のモザイクが古代末期の住宅再編時にも繰り返して用いられたこ とでもかな

りはっき り示されている 84 。

古代末期の住宅に関わる要素には先行する高級集合住宅に先行して見られるものがある。

主接客室の円柱付のエン ト ランスは，すでにハド リ アヌス帝期の 「イエロ ド ゥーレのイン

スラ」 （ III.ix.6 ） にも使われている 85 。 装飾付の大理石噴水が 「ディアナの家」 の下層か

らみつかった華美に装飾された後２世紀のドムス型集合住宅にその先例をみる こ と もでき

る 86 。 すでにみてきたよ うに， この中庭の大理石とモザイクで装飾された噴水は主たる接

客室との関連性は古代末期の 「柱列のドムス」 と同質である。 小祠付の噴水をもつ壁面は，

「アモーレとプシケのドムス」 ， 「ニンフェオのドムス」 （ III.vi.1 ） （ 図１ ９ ） や 「フォ

ルト ゥーナ ・ アン ノナリアのドムス」 が代表例で，古代末期に特徴的にみられる。 住宅を

飾る彫刻はオスティアの先行する住宅には見られない異質なものであるが，おそら く後２
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世紀後半， 「ジ ョ ーベとガニメデのインスラ」 の庭園の祠に何気なく置かれたユピテルの

彫刻のよ うなもので，何もない空虚な空間にするよ りは，彫刻にふさわしい場所に何か置

いておこ う という程度の感覚である。

結局，後２世紀の地上階の大規模住宅やペリ スタイル型のドムスにみられる空間や装飾の

構造に通底する継続性は，大理石の普及が引き起こした変化よ りは全体と して協力であっ

たといわざるを得ない。 これらの古代末期住宅が集合住宅ブロ ッ ク とは別にあるいは独立

して建っていたと しても違いはない。 比較的大規模な後 ４世紀のドムスの多くが，後２世

紀の先行する住宅と同様に，居住スペースを獲得するために内部に上階を有するだけでな

く ， と もに街路やタベルナを介して上階の集合住宅へつながる外部階段を共通して構造の

一部と してもっており ， この都市における後２世紀を決定づける商業用や居住用の空間を

都市居住民のために賃貸したという事実が継続しているこ とを示しているからである。 こ

の連関はかなり遅い住宅にならないと断ち切られない。 例えば 「アモーレとプシケのドム

ス」 では，外部階段が機能を失ったと ころに商業的な造作を加えている。 装飾や泉水庭園

などの設えの変化よ り も ， これら末期ドムスにだけ見られる新しい特徴は住宅内において

一つあるは二つの主室に床暖房が導入された点である。 この贅沢がオスティア社会の上位

階層に浸透したという見方をすれば，むしろ既存の居住パターンの変化があま りにもゆっ

く りであったため，古代末期の裕福なドムスに生じた， このよ うな見た目に明らかな 「新

しい」 現象が，我々が考えるよ り も決して急進的とはならなかったこ とを示している。 聖

アウグスティ ヌスが彼の母を失った後 ３ ８ ７年に滞在していた庭園付のドムス 87 はおそら

く ２世紀以上前に彼を訪ねた多くの北アフ リ カ人が暮ら した家々とほとんど違いはなかっ

たであろ う。

オスティアは，パヴォ リーニが記すよ うに 88 ，都市の経済的活動に多くの負債を抱え込む

こ とになった後 ３世紀後半の地震のあと現実的かつ経済的な困難に直面したが，そ う した

社会状況のも とで，下層の居住 ・ 商業用インスラは変質，適応し後 ４世紀まで存続してお

り 89 ，やはり下層居住民や小規模の小売，製造業は生き残っていた。 都市の北側ではティ

ベ リ ス川に沿って 「ジ ョ ーベとガニメデのインスラ」 の地上部分を押し込んだよ うな住居

が建ち，そこでは階段室の伝統もそのままに上階も居住用と して供されたが，あ く までも

社会的には最下層民のための住居と考えられる （図２ ０ ） 90 。 我々は未だ装飾の少ない庶

民住宅の末期の様相を知るこ とができないが，その理由の一つに１ ９ ２ ０から ３ ０年代の

発掘においてこれらを示す遺物のほとんどが葬り去られてしまったこ とがある。 当時の発

掘者の関心事は帝国ローマの発掘であり ， ド イツによる地下探査によって，第 ４区の郊外

別荘地区で後 ３世紀末にすでにはじまっていた変化，すなわちドムスやインスラに似た構

造体の上に建設された単純な構造体のすがたをと らえはじめている 91 。 インスラの崩壊あ

るいは計画された解体と タタキ土の床の丸太小屋の工事があちこちで進んでいたのが後 ４
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世紀末から ５ ， ６世紀のオスティアのすがたである。 この領域についてはよ り詳しい調査

を待たなければならない。

5 ． 結論

この短い論文では後１世紀から古代末期までオスティアに集積された住居がみせる複雑な

発展と無限と もいえる多様性についてアウ ト ラインを説明してきた。 遺構の状況を眺めて

みても帝政中期の色合いが強く ，非常にまれであるが共和制期の痕跡も確認できる。 実は

帝政期の都市の下に眠る構造体や古代末期の高級住宅については，限定的な発掘 （ あるい

は発掘報告 ） と くに後者についてはとても限られた情報しかないのが現状である。

けれども ， この広範な概観でも驚くべき強さの継続性，少なく と も繰り返される同一のパ

ターンが示された。 まず，後１世紀の半ばからはじま り ，後 ４世紀あるいはそれ以降も続

くハイ ・ ステイタス と よべる範疇に入る住宅を見いだした。 帝政中期にはその形式に多様

性が見られるものの，平面は違えども ，規模，装飾の点では，成り立ちも人口も異なるポ

ンペイの最高級のドムス と比較可能であった。 現存している建物にみられる正面玄関，大

きな接客室，そして装飾が示すヒエラルキーへのこだわりは，住宅の最奥に画された中心

部への立ち入り を許された訪問者だけが堪能するこ とができる特権でもあ り ， これを含め

て日々の挨拶から浪費的なディナー ・ パーティ まで共同体の最上流階級を占める最も裕福

な，そして特権階級の人々のあいだの社会的慣習は強い持続性を示すものである。 同時に，

地上階，上階にかかわらず大規模な集合住宅は，帝国のいずこからやってきた商人や船乗

りの一時的な滞在場所と して発展し ，彼らを庇護したク リ エンテスの多くはオスティアで

はなく どこか別の拠点となる都市にいたであろ うから ，彼らがオスティアに求めた都市的

なサービスは定住者に比べて限定されたはずである。

他に強い継続性を示すのはインスラだけでなく ，多くのドムスでも確認される居住空間と

商業空間の近接性である。 上階につながる外部階段は被公共建造物のほとんどすべてに遍

在し ，確認できるだけでも ，巨大で贅沢な集合住宅から質素な二から四室構成の住居，あ

るいはリ ビングを共有する小室構成など ，非常に豊かな多様性を示しており ， このこ とは

定住者だけでなく ，季節労働，あるいは移動民など多様な住み手の居場所を供給していた

はずである。 オスティアの都市景観を形成するタベルナ群さへも潜在的に内部に居住ス

ペースを有したと考えてよ く ， これらの多くが小規模集合住宅から裕福なドムスまで本来

的に居住ユニッ ト と して使われた部分と同様に欠かせない居住空間であったこ と も記して

おかなければならない。 外部階段が必ずしも上階の集合住宅の存在を確約するものではな

いし ，居住用と しても機能するよ う タベルナの建設が決して帝政中期だけの現象でもない

が，同様の構成が後 ４世紀の裕福なドムスにも見られるこ と も事実である。 コンスタン

ティ ノープルへの中枢の移動にと もなって，衰退するローマを避けるよ うに，やがてキ リ

ス ト教徒のエ リート 達がオスティアの住宅を海浜住宅へと再編したかもしれない。 しかし
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少なく と も後 ４世紀の末まではオスティアは充分に貿易，商業都市と しての特徴をとどめ

ており ， まだ所有者階級が賃貸物件と して運用しつづける価値を有していたのである。

図１ ，オスティア ， 「ジ ョ ーベとガニメデのインスラ」 ，ディアナ通りからのみた正面

（写真筆者 ）

図２ ，オスティア ， フラヴ ィ ウス帝時代のドムスの図解 （ Scavi di Ostia I, fig.30 および

Martin et al., “Urbanistic project”, figs. 8 and 10 を参考に作成 ）

図 ３ ，オスティア ， 「共和制期のカセッテ」 発掘時の実測図 （ オスティア遺跡監督所よ り

提供 ）

図 ４ ，オスティア ，地下探査によって確認された 「上流階級の住宅」 ， a) V区のドムス ，

b) IV 区の郊外別荘　 （ Martin et al., “Urbanistic project”, figs. 8 and 10 を参考に作成 ）

図 ５ ，オスティア ，上流階級のドムス − インスラ ， a) 「 ミ ューズのインスラ」 ， b)

「ジ ョ ーベとガニメデのインスラ」  c) 「ディアナの家」 の下層のドムス ， (aは

Becatti, Mosaici, Tav. CCXXV よ り ， b は筆者作成， c は Marinucci, “Maison de Dianne”,

fig.7 よ り )

図 ６ ，オスティア ， 「ジ ョ ーベとガニメデのインスラ」 ，カピ ト リ ウム背後の道路から見

た広い玄関口から玄関廊へのながめ （筆者撮影 ）

図 ７ ，オスティア ， 「ディアナの家」 ，大理石とモザイクの噴水 （筆者撮影 ）

図 ８ ，オスティア ， 「バッ コ ・ ファンチウ ッ ロのインスラ」 ，平面 （筆者作成 ）

図 ９ ，オスティア ， 「V.iiiのインスラ」 図解 （筆者作成 ）

図１ ０ ，オスティア ， 「カセッテ ・ ティーポ」 図解 （筆者作成 ）

図１ １ ，オスティア ， 「カーセ ・ ア ・ ジャルディーノ」 平面 （ Cervi, “Evoluzione“, fig.1 よ

り ）

図 12 ，オスティア ， 「描かれたヴォールトのインスラ」 ， a) 地上階， b) 二階

（ Becatti, Mosaici, Tav. CCXXIIおよび Packer, Insulae, Fig.21 よ り ）

図１ ３ ，オスティア ，アウ リーギ通りのタベルナ，奥に 「カーセ ・ ア ・ ジャルディーノ」

が見える （筆者撮影 ）

図１ ４ ，オスティア ， 「 I.viii.6-10 のインスラ」 ，小規模の商業／居住空間 （ Scavi di

Ostia Iの  1:500 平面図よ り ）
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図１ ５ ，オスティア ， 「ディアナの家」 ， a) 地上階， b) 二階 （ Packer, Insulae, fig.2,3

よ り筆者作成 ）

図１ ６ ，オスティア ，小規模集合住宅 （ III.xvi.5; III.xvi.2; I.xiv.9: III.xi.1 ） （筆者作成 ）

図１ ７ ，オスティア ，末期住宅， a) 「魚のドムス」 ， b) 「柱列のドムス」 ， c) 「ア

モーレとプシケのドムス」 （ Becatti, Mosaici, Tav. CCXXVII, CCXXVI, CCXXI よ り筆者作

成 ）

図１ ８ ，オスティア ， 「柱列のドムス」 主接客室Aから噴水のながめ （筆者撮影 ）

図１ ９ ，オスティア ， 「ニンフェオのドムス」 ，噴水 （筆者撮影 ）

図２ ０ ，オスティア ， 「ジ ョ ーベとガニメデのインスラ」 ，一階が土で埋まった後に二階

に付加された壁 （ G.Calza, “Gli Scavi recenti nell’abitato di Osita”, Monumenti Antichi.“Gli

scavi recenti nell’abitato di Osita よ り ）

注

1. オスティアにあるすべての建物はよ り簡単に同定するために標準イタ リ ア語の名前と

住所を与え， Scavi di Ostia I においてオスティアの 1 ： 500平面図上に両方を載せ

ている。 Topografia generale （ ed G.Calza; Rome: Libreria dello Stato, 1953 ） ，

そして標準考古学手引書 （ C.Pavolini, Ostia[2ed ed.; Rome-Bari: Gius. Laterza &

Figli, 2006] ） の中で。 この論文はオスティアの都市発展に関しての長い期間にわた

る研究の一部であ り ， Soprintendenza Archeologica di Ostia ，特に Anna Gallina

Zeviと Jane Shepherdの信頼できる寛容なサポート を伴い進められ，アーツ ・ ヒ ュー

マニティーズ研究評議会と ローマのブ リ テ ィ ッシ ュ ・ ス クール，オッ クスフォード大

学からの助成金から資金を得た。 不可欠で， また価値のある討議について Stella

Falzone, Michael Heinzelmann, Axel Gering, Nayla Muntasser, そして私の以前の

学部生たち Peter Rose, Saskia Stevens と Hannna Stoeger に感謝します。

2. 例えば  G.Calza, "La preminenza dell'Insula' nella edilizia romana," Monumenti

Antichi  23(1914):541-608,  そして  "Contributi  alla  storia  della  edilizia

imperiale romana.Le case ostiensi a cortile porticato,"Palladio 5(1941):1-33.

3. V. Kockel, “Il 'palazzo per tutti'. La decouverte des immeubles de location antiques

et son influence sur l'architecture de la Rome fasciste,” in Ostie ‒ port et porte de
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la Rome antique (ed. J.-P. Descoeudres; Genève: Musées d’art et d’histoire, 2001),

66‒73, そして cf. G. Calza,“Le origine latine dell'abitazione moderna (I),” また

I. Gismondi, “Le origine latine dell'abitazione moderna (II),” in Architettura e Arti

Decorative (1923): 3‒18 と 49‒63.

4. G. Becatti, “Case ostiensi del tardo impero,”  Bollettino d’Archeologia 33 (1948):

102‒128,197‒224.

5. ブク ラニのドムスハウスの 1997 年からの発掘に関して， Schola del Traiano

(IV.v.15)の中で , B. Perrier 参照 , “Les trois edifices successifs: Schola du Trajan,

Domus  à  Peristyle, Domus aux Bucranes,”  in  Villas,  maisons,  sanctuaires  et

tombeaux tardo-republicains (eds A. Gallina Zevi and B. Perrier; Rome: Quasar,

2007) 15‒32.

6. Scavi di Ostia I, 103, 107‒11, 図 29.

7. M. Heinzelmann M., S.T.A.M. Mols, M. McKinnon, “Ostia, Regionen III und IV.

Untersuchungen  in  den  unausgegrabenen  Bereichen  des  Stadtgebietes.

Vorbericht zur vierten 　 Grabungskampagne 2001,” Römische Mitteilungen 109

(2002):  225‒242;  A.  Martin,  M.  Heinzelmann,  E.C.  De Sena,  そして  M.G.

Granino CeCere, “The Urbanistic Project on the Previously Unexcavated Areas of

Ostia (DAI‒AAR 1996‒2001),” Memoirs  of the American Academy in Rome  47

(2002): 265‒269.

8. R. Meiggs, Roman Ostia (2nd ed., Oxford: OUP, 1973) 13‒14.

9. Domus di Giove Fulminatore (IV.iv.3); Domus della Nicchia a Mosaico (IV.iv.3).

10.

注 ６参照 .Scavi di Ostia I の中で最初期の諸段階のいくつかは紀元前 ２世紀後半と年代を

定められたにも関わらず， これは大部分が建設技術の文体上の日付に依るものであ り、

それら自体， ローマから ，そしてよ り重要なものはオスティア自身からの類似物に基

づいた . 今や後期共和政時代の諸城壁の年代決定は説得力をもって紀元前 80 年代か

ら紀元前 60 年代後半に変わった (F. Zevi, “Costruttori eccellenti per le mura di

Ostia.  Cicerone,  Clodio  e l'iscrizione  della  Porta  Romana,”  Rivista  Istituto

Archeologia e Storia dell’Arte 19‒20 (1997): 61‒112.), これら諸年代のいくつかは修
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正の必要がある .  Domus dei Bucrani の第一段階は考古学的根拠から約紀元前 60 年

と年代決定されてきた (S. Aubry, “La datation des phases de construction et de

destruction  de  la  Domus  aux  Bucranes:  céramiques  et  monnaies,”  in  Villas,

maisons, sanctuaires et tombeaux tardo-republicains [eds A. Gallina Zevi and B.

Perrier; Rome: Quasar, 2007]) 46‒47.

11.

Meiggs, Roman Ostia, 238.

12.

床に関して Becatti 参照 , Scavi di Ostia IV. Mosaici e pavimenti marmorei  (Rome:

Liberia dello Stato, 1961) 19‒21, と Tav. IV‒V, LXXIII. I.ix.1 の中の ３つの家で今

もある諸区域は約240 から 300㎡の範囲に及ぶ . 並べてみる とポンペイの家々を例に

した Wallace-Hadrill の研究の第三四分位 (A. Wallace-Hadrill, Houses and society

in Pompeii and Herculaneum (Princeton: Princeton University Press, 1994), 79‒

82), ポンペイの典型的なア ト リ ウムのある家々の多くがそれにあたるのだが，四分位
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